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村財政状況公表　
ふるさと納税決算
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ふるさと納税決算

主な内容

「県民防災の日」避難訓練「県民防災の日」避難訓練
（関連３ページ）（関連３ページ）

月号6
　５月９日、上小阿仁小中学校で体育祭が開催
されました。
　当日はあいにくの雨となり、昨年に続いて体
育館での実施となりましたが、会場には児童生
徒の元気な声と熱気があふれていました。
　競技では、どんジャンケンや借り人競争、綱
引きなどで白熱した勝負が繰り広げられたほか、
よっちょれやよさこいソーランでは、息の合っ
た力強い演技を披露しました。応援合戦では、
それぞれのチームが工夫を凝らした応援で会場
を盛り上げました。

上小阿仁小中学校
体育祭
上小阿仁小中学校
体育祭

上小阿仁村PRキャラクター
こ あ ぴ ょ ん
上小阿仁村PRキャラクター
こ あ ぴ ょ ん

　最後は、児童・生徒と先生、地域の方々
が輪になって「かみこあに音頭」を踊り、
笑顔あふれる締めくくりとなりました。天
候に左右されながらも、会場が一つになっ
た思い出深い体育祭となりました。
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４
月
29
日
、
令
和
８
年
春
の
叙
勲
・
褒

章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
武
石
聡
氏

（
羽
立
）
が
瑞
宝
双
光
章
（
消
防
功
労
）

を
受
章
し
ま
し
た
。

　
５
月
８
日
、
秋
田
県
知
事
か
ら
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

■
武
石
聡
氏
の
消
防
歴

◇
昭
和
50
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
９
年
12
月
31
日

　
上
小
阿
仁
村
消
防
団
　
団
員

◇
平
成
10
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
11
年
12
月
31
日

　
上
小
阿
仁
村
消
防
団
　
班
長

◇
平
成
12
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
12
年
12
月
31
日

　
上
小
阿
仁
村
消
防
団
　
副
分
団
長

◇
平
成
13
年
１
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
22
年
４
月
21
日

　
上
小
阿
仁
村
消
防
団
　
分
団
長

令
和
８
年

春
の
叙
勲・褒
章

令
和
８
年

春
の
叙
勲・褒
章

　
５
月
28
日
、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
で
サ

ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
小
林
園
長
に
植
え
方
を
教

わ
っ
た
後
、
苗
を
優
し
く
持
ち｢

お
お
き

く
な
れ
、
お
お
き
く
な
れ｣

と
声
を
か
け

な
が
ら
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
植
え
ま

し
た
。
　

　
秋
に
収
穫
予
定
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
食

生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
調

理
を
し
て
楽
し
む
予
定
で
す
。

か
み
こ
あ
に
保
育
園
　

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

か
み
こ
あ
に
保
育
園
　

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

　
５
月
22
日
、
北
秋
田
市
消
防
署
上
小
阿

仁
分
署
の
主
催
で
、
上
小
阿
仁
小
中
学
校

に
お
い
て
災
害
発
生
時
の
避
難
所
設
置
や

運
営
に
関
す
る
訓
練
が
行
わ
れ
、
防
災
に

つ
い
て
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
避
難
所
設
置
訓
練
に
参
加
し
た
生
徒
は

「
昨
年
、
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
が
難
し
い

と
感
じ
た
が
、
今
年
は
ス
ム
ー
ズ
に
組
み

立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
災
害
備
蓄

品
を
配
る
と
き
、
誰
に
何
が
配
ら
れ
て
い

る
か
把
握
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」
一
般

参
加
の
住
民
の
方
は
「
も
し
も
の
時
、
何

も
知
ら
な
い
と
慌
て
て
し
ま
う
。
今
回
、

役
割
な
ど
を
確
認
で
き
た
こ
と
で
、
災
害

へ
の
備
え
が
で
き
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

　
今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
児
童
・
生
徒

や
住
民
の
方
が
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
、

い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き

る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
県
民
防
災
の
日
」に
合
わ
せ
た
避
難
訓
練

「
県
民
防
災
の
日
」に
合
わ
せ
た
避
難
訓
練

　
５
月
12
日
、
上
小
阿
仁
村
役
場
で
令
和

８
年
度
上
小
阿
仁
村
自
衛
官
募
集
相
談
員

の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
村
長
か
ら
石
上
正

行
氏
（
沖
田
面
）
へ
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

◇
平
成
22
年
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月
22
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
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月
31
日

　
上
小
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村
消
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団
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長

◇
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〜
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村
消
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集
相
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委
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衛
官
募
集
相
談
員

　
　
　
　
　
委
嘱
式

委嘱状を受け取る石上正行氏

武石聡氏

苗を植える園児たち

　
５
月
30
日
と
31
日
、
上
小
阿
仁
村
Ｐ
Ｒ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
あ
ぴ
ょ
ん
」
が
秋
田

市
中
心
市
街
地
で
開
催
さ
れ
た
「
ま
る
っ

と
秋
田
博
２
０
２
６
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
昨
年
ま
で
開
催
さ

れ
て
い
た
「
こ
れ
が
秋
田
だ
！
食
と
芸
能

大
祭
典
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
中
心
市

街
地
を
ま
る
ご
と
テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
し
た

も
の
で
す
。

　
ご
当
地
キ
ャ
ラ
Ｐ
Ｒ
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

は
ち
く
ん
（
大
館
市
）、
に
か
ほ
っ
ぺ
ん

（
に
か
ほ
市
）、
ま
る
び
ち
ゃ
ん
（
大
仙

市
）、
ニ
ャ
ン
パ
チ
（
八
郎
潟
町
）
と
共

演
し
、
村
の
特
産
品
で
あ
る
食
用
ほ
お
ず

き
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
終
了
後
は
上
小
阿
仁
村
の
ブ

ー
ス
へ
移
動
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

多
く
の
来
場
者
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、
写

真
撮
影
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
に
応
じ
る
な
ど
、

大
人
気
で
し
た
。

ま
る
っ
と
秋
田
博
２
０
２
６

〜
ま
る
ご
と
体
験
！

　
秋
田
の
郷
土
芸
能
と
酒
と
食
〜

ま
る
っ
と
秋
田
博
２
０
２
６

〜
ま
る
ご
と
体
験
！

　
秋
田
の
郷
土
芸
能
と
酒
と
食
〜

ブースで上小阿仁村をPRするこあぴょん

簡易ベッドを体験する生徒

班長会議の様子

机の下に身を隠す児童

　
５
月
19
日
、
村
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
東
京
農
業
大
学
の
事
業
と
し

て
、
令
和
８
年
３
月
に
続
き
、
２
回
目
と

な
る
森
林
療
法
体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
森
林
療
法
と
は
、
疾
病
の
治
療
や
健
康

増
進
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
気
分
の
改

善
、
心
身
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
森
林
環
境
を
活
用
す
る

も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
東
京
農
業
大
学
の
上
原
巌
教

授
ほ
か
２
名
と
村
民
13
名
が
参
加
し
、
森

林
の
中
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
は
じ
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
血
圧
や
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
な
ど
の
測
定

を
行
い
、
そ
の
後
、
山
ふ
じ
温
泉
周
辺
の

森
林
へ
移
動
し
て
散
策
し
ま
し
た
。
散
策

後
に
は
再
度
、
各
種
測
定
を
行
い
、
森
林

療
法
に
よ
る
心
身
へ
の
効
果
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
前
回
も
参
加
し
た
が
、

今
回
は
新
緑
の
中
、
鳥
の
声
も
聞
こ
え
て

と
て
も
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
」
「
森
林
療

法
前
後
で
、
数
値
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

変
わ
る
の
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

東
京
農
業
大
学
　
森
林
療
法
体
験
会

東
京
農
業
大
学
　
森
林
療
法
体
験
会

森林療法後に測定をする様子 散策中に説明をする上原巌教授
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撮
影
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
に
応
じ
る
な
ど
、

大
人
気
で
し
た
。

ま
る
っ
と
秋
田
博
２
０
２
６

〜
ま
る
ご
と
体
験
！

　
秋
田
の
郷
土
芸
能
と
酒
と
食
〜

ま
る
っ
と
秋
田
博
２
０
２
６

〜
ま
る
ご
と
体
験
！

　
秋
田
の
郷
土
芸
能
と
酒
と
食
〜

ブースで上小阿仁村をPRするこあぴょん

簡易ベッドを体験する生徒

班長会議の様子

机の下に身を隠す児童

　
５
月
19
日
、
村
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
東
京
農
業
大
学
の
事
業
と
し

て
、
令
和
８
年
３
月
に
続
き
、
２
回
目
と

な
る
森
林
療
法
体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
森
林
療
法
と
は
、
疾
病
の
治
療
や
健
康

増
進
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
気
分
の
改

善
、
心
身
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
森
林
環
境
を
活
用
す
る

も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
東
京
農
業
大
学
の
上
原
巌
教

授
ほ
か
２
名
と
村
民
13
名
が
参
加
し
、
森

林
の
中
で
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
は
じ
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー

で
血
圧
や
唾
液
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
な
ど
の
測
定

を
行
い
、
そ
の
後
、
山
ふ
じ
温
泉
周
辺
の

森
林
へ
移
動
し
て
散
策
し
ま
し
た
。
散
策

後
に
は
再
度
、
各
種
測
定
を
行
い
、
森
林

療
法
に
よ
る
心
身
へ
の
効
果
を
確
認
し
ま

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
前
回
も
参
加
し
た
が
、

今
回
は
新
緑
の
中
、
鳥
の
声
も
聞
こ
え
て

と
て
も
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
」
「
森
林
療

法
前
後
で
、
数
値
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が

変
わ
る
の
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
」
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

東
京
農
業
大
学
　
森
林
療
法
体
験
会

東
京
農
業
大
学
　
森
林
療
法
体
験
会

森林療法後に測定をする様子 散策中に説明をする上原巌教授



45
計

村では、村民の皆さんに財政事情を知っていただくため、毎年２回、財政状況の概要を公表しています。
今回は、令和７年度予算の３月31日現在についてお知らせします。
なお、決算額については、10月号でお知らせします。

歳
入

歳
出

歳入歳出予算現額 33億4,356万円
30億5,517万円

91.4% 
28億2,468万円

84.5% 

※（注）特別会計収入不足分については、一般会計か
らの会計間流用により執行しています｡

①村　税
（人口　1,771人、世帯数　962世帯）

②国民健康保険税
（加入被保険者数 394人、 加入世帯数 296世帯 ）

村の財政状況をお知らせいたします村の財政状況をお知らせいたします村の財政状況をお知らせいたします

■一般会計歳入歳出予算の執行状況

■財産、地方債及び一時借入金の現在高

■住民の負担状況

■特別会計歳入歳出予算の執行状況

※現年課税分調定額による

区　　分

直接負担する村税

間接的に負担する村税

加入者一人当たり

84,056円

加入一世帯当たり

111,885円

税　　目
村民税個人分
村民税法人分
純固定資産税
軽 自 動 車 税
た ば こ 税

村民一人当たり
30,964円
1,870円

38,747円
3,369円
7,169円

82,119円

一世帯当たり
57,004円
3,443円

71,332円
6,202円

13,198円
151,179円

土
　
　
　地

区　　　　　　分
本 庁 舎
公 共 用 財 産
そ の 他 の 行 政 機 関
山 林
そ の 他

計

前年度末現在高
21,389㎡

294,397㎡
1,574㎡

21,219,529㎡
3,883,138㎡

25,420,027㎡

増　　減　　高
0㎡

-301㎡
0㎡
0㎡
0㎡

-301㎡

７年３月末現在高
21,389㎡

294,096㎡
1,574㎡

21,219,529㎡
3,883,138㎡

25,419,726㎡

区　　　　　　分
本 庁 舎
公 共 用 財 産
そ の 他 の 行 政 機 関
そ の 他

計

前年度末現在高
3,241㎡

37,822㎡
532㎡

0㎡
41,595㎡

増　　減　　高
0㎡

-189㎡
0㎡
0㎡

-189㎡

７年３月末現在高
3,241㎡

37,633㎡
532㎡

0㎡
41,406㎡

区　　　　　　分
車 両

前 年 度 末 台 数
50台

増　　減　　高
△1台

７年３月末台数
49台

区　　　　　　分
奨 学 金 貸 付 金

計

前年度末現在高
3,076万円
3,076万円

増　　減　　高
250万円
250万円

７年３月末現在高
3,326万円
3,326万円

建
　
　
　物

車
両

区　　　　　　分
株 券 ・ 債 券

前年度末現在高
124,776万円

増　　減　　高
40,000万円

７年３月末現在高
164,776万円

有
価

証
券

区　　　　　　分
出 資 金

前年度末現在高
7,586万円

増　　減　　高
0万円

７年３月末現在高
7,586万円

出
資
に
よ

る
権
利
　

債
　権

区　　　　　　分
一 般 会 計 財 政 調 整 基 金
一 般 会 計 減 債 基 金
そ の 他 目 的 基 金

計

前年度末現在高
29億5,651万円

6億812万円
11億3,861万円

47億324万円

増　　減　　高
△1億9,458万円

57万円
△93万円

△1億9,494万円

７年３月末現在高
27億6,193万円

6億869万円
11億3,768万円

45億829万円

基
　
　金

会 計 区 分
一 般 会 計
特 別 会 計

計

前年度末現在高
22億2,057万円
7億5,596万円

29億7,653万円

増　　減　　高
1億1,074万円

△2億4,077万円
△1億3,003万円

７年３月末現在高
23億3,131万円
5億1,519万円

28億4,650万円

一時借入金現在高
0万円
0万円
0万円

地
方
債
及
び

一
時
借
入
金

16億 18億 20億14億12億10億８億４億２億 ６億０

５億 ６億 ７億４億３億２億１億０

地 方 交 付 税
県 支 出 金
村 税
国 庫 支 出 金
村 債
諸 収 入
繰 越 金
財 産 収 入
使用料及び手数料
そ の 他

総 務 費
公 債 費
民 生 費
農林水産業費
土 木 費
衛 生 費
教 育 費
消 防 費
議 会 費
そ の 他

歳
入
予
算
執
行
状
況 予算現額 

収入・執行済額 

歳
出
予
算
執
行
状
況

19億743万円

1億5,650万円

1億6,256万円

3億8,122万円

1億2,510万円

8,300万円

5,964万円

5,322万円

2,829万円

3億8,658万円

19億743万円

1億3,544万円

1億6,845万円

2億5,693万円

6,140万円

8,045万円

5,964万円

5,630万円

2,617万円

3億295万円

6億2,999万円

2億8,273万円

4億9,511万円

2億5,890万円

3億4,338万円

2億2,517万円

2億5,277万円

1億5,853万円

4,593万円

1億3,215万円

6億5,727万円

2億8,274万円

5億1,690万円

2億7,440万円

3億8,331万円

2億6,137万円

2億7,760万円

1億6,029万円

4,645万円

4億8,323万円

収 入 済 額
収 入 率
執 行 済 額
執 行 率

会 計 区 分
国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定
国民健康保険診療施設勘定
介 護 保 険 事 業 勘 定
後 期 高 齢 者 医 療

合　　　　　計

予 算 現 額 収 入 済 額 執 行 済 額 執行率収入率
3億1,336万円

1億855万円
5億2,869万円

4,398万円
9億9,457万円

2億5,945万円
1億265万円

5億1,299万円
4,376万円

9億1,885万円

82.8% 
94.6% 
97.0% 
99.5% 
92.4%  

2億5,945万円
1億265万円

4億8,662万円
4,376万円

8億9,248万円

82.8% 
94.6% 
92.0% 
99.5% 
89.7%
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口
の
中
の
健
康
を
保
ち
、
歯
の
喪
失
予

防
を
目
的
と
し
て
、

歯
周
病
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

■
対
象
者

20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35
歳
・
40
歳
・

45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・

70
歳
・
76
歳
の
方
（
年
齢
基
準
日
は
、

令
和
９
年
４
月
１
日
）

■
期
間

　
７
月
１
日（
水
）〜
12
月
31
日（
木
）

■
実
施
医
療
機
関

　
上
小
阿
仁
国
保
診
療
所
・
わ
し
や
歯
科

医
院
・
北
秋
田
市
の
歯
科
医
院

※

実
施
可
能
な
北
秋
田
市
の
歯
科
医
院
は
、

個
別
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
受
診
方
法

　
健
康
推
進
班
に
申
込
み
後
、
受
診
票
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
個
々
に
医
療
機
関

へ
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
健
診
内
容

　
歯
の
状
況
及
び
歯
肉
の
状
況

　
問
診
、
診
察
、
指
導

■
受
診
料

①
国
保
加
入
者
と
76
歳
の
方
　
無
料

②
国
保
以
外
の
方
　
１
３
０
０
円（※

）

※

受
診
料
は
自
己
負
担
し
て
か
ら
、

　
「
検
診
受
診
料
補
助
金
」
の
申
請
手
続

き
後
に
、
全
額
補
助
し
ま
す
。

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

☎（
77
）３
０
０
８

こ
あ
に
電
話（
66
）３
０
０
８

（
66
）３
０
０
９

より

　
「
食
育
」
と
は
、
生
き
る
上
で
の
基
本

で
あ
り
、
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
、

「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択

す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実

践
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
で
す
。

　
一
人
一
人
が
食
生
活
を
見
直
し
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
こ
と
や
朝

ご
は
ん
を
食
べ
る
な
ど
望
ま
し
い
食
生
活

を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
ご
ろ
の
食

生
活
を
振
り
返
り
、
行
動
に
移
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
こ
の
期
間
中
「
食
」
に
関
す
る
本
や
、

パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
食
育
月
間
」
を
機
会
に
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
展
示
期
間

　
６
月
２
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
６
月
30
日（
火
）

■
展
示
場
所

　
村
立
図
書
館

　
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

６
月
は｢
食
育
月
間｣

、

毎
月
19
日
は｢
食
育
の
日｣

で
す

　
村
で
は
、
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
額

・
人
間
ド
ッ
ク
　
上
限
１
万
円

・
脳
ド
ッ
ク
　
　
上
限
１
万
円

（
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
そ
れ
ぞ
れ

で
の
助
成
と
な
り
ま
す
。）

■
助
成
対
象
者

　
受
診
日
当
日
の
年
齢
が
40
歳
以
上
の
方

で
、
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
し
た
後
、
領
収
書
と
受
診
結
果
を
提
供

い
た
だ
け
る
方
。

※

今
年
度
内
に
特
定
健
診
、
ま
た
は
後
期

高
齢
者
健
診
を
受
け
た
方
は
、
人
間
ド

ッ
ク
の
助
成
対
象
外
で
す
。
脳
ド
ッ
ク

に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
期
間

　
４
月
１
日
〜
令
和
９
年
３
月
31
日

■
助
成
方
法

　
ド
ッ
ク
を
受
け
た
日
か
ら
、
令
和
９
年

３
月
31
日（
水
）ま
で
に
、
領
収
書
と
受
診

結
果
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク・脳
ド
ッ
ク
へ

　
　
　
　
　
　助
成
し
ま
す

大
人
の
歯
科
健
診・

後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

　
村
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
か
ら
だ
測
定
会
・
健
康
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
毎
月
１
回
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
、
健
康
に
関
す
る
相
談
な
ど
気
軽
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
折
込
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
程
・
時
間

　
毎
月
　
主
に
第
４
火
曜
日
　

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
６
月
23
日（
火
）・
７
月
28
日（
火
）

　
８
月
25
日（
火
）・
９
月
29
日（
火
）

　
11
月
24
日（
火
）・
12
月
22
日（
火
）

　
令
和
９
年
１
月
26
日（
火
）

　
２
月
24
日（
水
）・
３
月
24
日（
水
）　

■
場
所
　
上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
測
定
内
容

・
最
終
糖
化
産
物
測
定
（
Ａ
Ｇ
Ｅ
ｓ
）

　
体
の
焦
げ
つ
き
と
も
呼
ば
れ
る
Ａ
Ｇ
Ｅ

ｓ
か
ら
生
活
習
慣
病
を
評
価
し
、
か
ら
だ

の
老
化
度
を
測
定
し
ま
す
。

・
体
組
成
測
定
（
Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
）

　
体
重
、
筋
肉
量
、
体
脂
肪
率
、
水
分
量

な
ど
を
部
位
別
に
測
定
で
き
ま
す
。

・
足
指
筋
力
測
定

　
足
指
の
筋
力
は
歩
行
の
安
定
性
や
転
倒

予
防
の
重
要
な
指
標
と
な
り
ま
す
。

・
健
康
相
談
　

　
保
健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
が
い

ま
す
。
心
身
の
こ
と
以
外
に
、
介
護
や
暮

ら
し
に
つ
い
て
の
相
談
が
可
能
で
す
。

か
ら
だ
測
定
会・

　健康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　「ふるさと納税制度」は、ふるさ
とや応援したい自治体への寄附金の
額が、個人住民税や所得税から一定
限度控除される制度です。
　令和７年度は298人の方から総額
1,418万8,266円
のご寄附をいただ
き、ありがとうご
ざいました。

■寄附金の活用について
　いただいた寄附金の一部は「い樹い樹むらづくり活動補助金」として、集落内の賑わい活動事業
や、集落内の環境整備（ゴミ集積箱の更新など）の費用として活用させていただいております。
　令和７年度は19件の申請があり、244万８千円の寄附金を活用させていただきました。

ふるさと納税制度「い樹い樹かみこあに応援基金」
寄附金の活用について

ふるさと納税制度「い樹い樹かみこあに応援基金」
寄附金の活用について

ふるさと納税制度「い樹い樹かみこあに応援基金」
寄附金の活用について

金　額件数使　い　道
令和７年度　使い道別寄附金額 （単位：円）

１　ふるさとの自然、景観を生かした事業

２　ふるさとの伝統芸能、文化の伝承に関
　　する事業
３　豊かな恵みを活かした交流を通じて人
　　々が元気になる事業
４　ふるさとの人々が安全で安心して暮ら
　　せるための事業

５　その他、村長が必要と認める事業

６　令和８年大雪被害支援

合　計

94

27

16

83

68

10

298

5,315,000

1,725,000

476,500

2,872,500

3,756,266

43,000

14,188,266

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に

居
住
す
る
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
老
後
の
暮
ら
し
を

は
じ
め
、
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た

と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合

う
と
い
う
社
会
保
険
の
考
え
方
で
作
ら

れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
20
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知

ら
せ
」
等
に
よ
り
国
民
年
金
に
加
入
し

た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
20
歳
に
な
ら

れ
た
方
向
け
に
国
民
年
金
制
度
等
に
つ

い
て
の
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
国
民

年
金
制
度
の
内
容
、
メ
リ
ッ
ト
、
保
険

料
の
納
付
方
法
や
免
除
の
手
続
き
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
案
内
し
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
動
画
閲
覧
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/to

kusetsu/20kanyu.htm
l

※

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で

き
ま
す
。
　

https://w
w
w
.vill.kam

ikoani.
akita.jp/info/351

年
金
の「
未
納
」「
未
加
入
」「
免
除
」

期
間
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方
へ

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間

や
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
ご
本
人
の
申
し
出
に

よ
り
「
60
歳
以
上
65
歳
未
満
」
の
５
年
間

（
納
付
月
数
４
８
０
月
ま
で
）
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
65
歳
か
ら

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
﹇
任
意
加
入
制
度
﹈
が
あ
り
ま

す
。

■
任
意
加
入
の
条
件

　
次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方
で
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け

て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の

納
付
月
数
が
４
８
０
月
（
40
年
）
未
満

の
方

④
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

・
年
金
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
65

歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
も
加
入
で
き
ま

す
。

・
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未
満

の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
月
額
保
険
料

　
月
額
１
万
７
９
２
０
円（
令
和
８
年
度
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
　
☎（
62
）１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２
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口
の
中
の
健
康
を
保
ち
、
歯
の
喪
失
予

防
を
目
的
と
し
て
、

歯
周
病
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

■
対
象
者

20
歳
・
25
歳
・
30
歳
・
35
歳
・
40
歳
・

45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・

70
歳
・
76
歳
の
方
（
年
齢
基
準
日
は
、

令
和
９
年
４
月
１
日
）

■
期
間

　
７
月
１
日（
水
）〜
12
月
31
日（
木
）

■
実
施
医
療
機
関

　
上
小
阿
仁
国
保
診
療
所
・
わ
し
や
歯
科

医
院
・
北
秋
田
市
の
歯
科
医
院

※

実
施
可
能
な
北
秋
田
市
の
歯
科
医
院
は
、

個
別
案
内
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
受
診
方
法

　
健
康
推
進
班
に
申
込
み
後
、
受
診
票
を

お
送
り
し
ま
す
の
で
、
個
々
に
医
療
機
関

へ
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
健
診
内
容

　
歯
の
状
況
及
び
歯
肉
の
状
況

　
問
診
、
診
察
、
指
導

■
受
診
料

①
国
保
加
入
者
と
76
歳
の
方
　
無
料

②
国
保
以
外
の
方
　
１
３
０
０
円（※

）

※

受
診
料
は
自
己
負
担
し
て
か
ら
、

　
「
検
診
受
診
料
補
助
金
」
の
申
請
手
続

き
後
に
、
全
額
補
助
し
ま
す
。

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

健
康
推
進
班

　お
し
ら
せ

☎（
77
）３
０
０
８

こ
あ
に
電
話（
66
）３
０
０
８

（
66
）３
０
０
９

より

　
「
食
育
」
と
は
、
生
き
る
上
で
の
基
本

で
あ
り
、
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
、

「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択

す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実

践
で
き
る
力
を
育
む
こ
と
で
す
。

　
一
人
一
人
が
食
生
活
を
見
直
し
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
摂
る
こ
と
や
朝

ご
は
ん
を
食
べ
る
な
ど
望
ま
し
い
食
生
活

を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
ご
ろ
の
食

生
活
を
振
り
返
り
、
行
動
に
移
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
こ
の
期
間
中
「
食
」
に
関
す
る
本
や
、

パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
食
育
月
間
」
を
機
会
に
、
で
き
る
こ

と
か
ら
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

■
展
示
期
間

　
６
月
２
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
６
月
30
日（
火
）

■
展
示
場
所

　
村
立
図
書
館

　
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

６
月
は｢

食
育
月
間｣

、

毎
月
19
日
は｢

食
育
の
日｣

で
す

　
村
で
は
、
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
助
成
額

・
人
間
ド
ッ
ク
　
上
限
１
万
円

・
脳
ド
ッ
ク
　
　
上
限
１
万
円

（
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
そ
れ
ぞ
れ

で
の
助
成
と
な
り
ま
す
。）

■
助
成
対
象
者

　
受
診
日
当
日
の
年
齢
が
40
歳
以
上
の
方

で
、
人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
を
受

診
し
た
後
、
領
収
書
と
受
診
結
果
を
提
供

い
た
だ
け
る
方
。
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今
年
度
内
に
特
定
健
診
、
ま
た
は
後
期

高
齢
者
健
診
を
受
け
た
方
は
、
人
間
ド

ッ
ク
の
助
成
対
象
外
で
す
。
脳
ド
ッ
ク

に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
期
間

　
４
月
１
日
〜
令
和
９
年
３
月
31
日

■
助
成
方
法

　
ド
ッ
ク
を
受
け
た
日
か
ら
、
令
和
９
年

３
月
31
日（
水
）ま
で
に
、
領
収
書
と
受
診

結
果
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、
保
健
セ
ン
タ

ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
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ク・脳
ド
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成
し
ま
す

大
人
の
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科
健
診・
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期
高
齢
者
歯
科
健
診
の
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ら
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村
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
か
ら
だ
測
定
会
・
健
康
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
毎
月
１
回
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
に
合
わ

せ
て
、
健
康
に
関
す
る
相
談
な
ど
気
軽
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
折
込
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
程
・
時
間

　
毎
月
　
主
に
第
４
火
曜
日
　

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
６
月
23
日（
火
）・
７
月
28
日（
火
）

　
８
月
25
日（
火
）・
９
月
29
日（
火
）

　
11
月
24
日（
火
）・
12
月
22
日（
火
）

　
令
和
９
年
１
月
26
日（
火
）

　
２
月
24
日（
水
）・
３
月
24
日（
水
）　

■
場
所
　
上
小
阿
仁
村
保
健
セ
ン
タ
ー

■
測
定
内
容

・
最
終
糖
化
産
物
測
定
（
Ａ
Ｇ
Ｅ
ｓ
）

　
体
の
焦
げ
つ
き
と
も
呼
ば
れ
る
Ａ
Ｇ
Ｅ

ｓ
か
ら
生
活
習
慣
病
を
評
価
し
、
か
ら
だ

の
老
化
度
を
測
定
し
ま
す
。

・
体
組
成
測
定
（
Ｉ
ｎ
Ｂ
ｏ
ｄ
ｙ
）

　
体
重
、
筋
肉
量
、
体
脂
肪
率
、
水
分
量

な
ど
を
部
位
別
に
測
定
で
き
ま
す
。

・
足
指
筋
力
測
定

　
足
指
の
筋
力
は
歩
行
の
安
定
性
や
転
倒

予
防
の
重
要
な
指
標
と
な
り
ま
す
。

・
健
康
相
談
　

　
保
健
師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
が
い

ま
す
。
心
身
の
こ
と
以
外
に
、
介
護
や
暮

ら
し
に
つ
い
て
の
相
談
が
可
能
で
す
。

か
ら
だ
測
定
会・

　健康
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　「ふるさと納税制度」は、ふるさ
とや応援したい自治体への寄附金の
額が、個人住民税や所得税から一定
限度控除される制度です。
　令和７年度は298人の方から総額
1,418万8,266円
のご寄附をいただ
き、ありがとうご
ざいました。

■寄附金の活用について
　いただいた寄附金の一部は「い樹い樹むらづくり活動補助金」として、集落内の賑わい活動事業
や、集落内の環境整備（ゴミ集積箱の更新など）の費用として活用させていただいております。
　令和７年度は19件の申請があり、244万８千円の寄附金を活用させていただきました。

ふるさと納税制度「い樹い樹かみこあに応援基金」
寄附金の活用について

ふるさと納税制度「い樹い樹かみこあに応援基金」
寄附金の活用について

ふるさと納税制度「い樹い樹かみこあに応援基金」
寄附金の活用について

金　額件数使　い　道
令和７年度　使い道別寄附金額 （単位：円）

１　ふるさとの自然、景観を生かした事業

２　ふるさとの伝統芸能、文化の伝承に関
　　する事業
３　豊かな恵みを活かした交流を通じて人
　　々が元気になる事業
４　ふるさとの人々が安全で安心して暮ら
　　せるための事業

５　その他、村長が必要と認める事業

６　令和８年大雪被害支援

合　計

94

27

16

83

68

10

298

5,315,000

1,725,000

476,500

2,872,500

3,756,266

43,000

14,188,266

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
日
本
国
内
に

居
住
す
る
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
老
後
の
暮
ら
し
を

は
じ
め
、
事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た

と
き
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
に
み
ん
な
で
暮
ら
し
を
支
え
合

う
と
い
う
社
会
保
険
の
考
え
方
で
作
ら

れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
20
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知

ら
せ
」
等
に
よ
り
国
民
年
金
に
加
入
し

た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
20
歳
に
な
ら

れ
た
方
向
け
に
国
民
年
金
制
度
等
に
つ

い
て
の
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
国
民

年
金
制
度
の
内
容
、
メ
リ
ッ
ト
、
保
険

料
の
納
付
方
法
や
免
除
の
手
続
き
な
ど

を
分
か
り
や
す
く
案
内
し
て
い
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
動
画
閲
覧
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/to

kusetsu/20kanyu.htm
l

※
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で

き
ま
す
。
　

https://w
w
w
.vill.kam

ikoani.
akita.jp/info/351

年
金
の「
未
納
」「
未
加
入
」「
免
除
」

期
間
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方
へ

　
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
期
間

や
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
そ
の
期
間
に
応
じ
て

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
ご
本
人
の
申
し
出
に

よ
り
「
60
歳
以
上
65
歳
未
満
」
の
５
年
間

（
納
付
月
数
４
８
０
月
ま
で
）
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
65
歳
か
ら

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
﹇
任
意
加
入
制
度
﹈
が
あ
り
ま

す
。

■
任
意
加
入
の
条
件

　
次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

す
方
で
す
。

①
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方

②
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け

て
い
な
い
方

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
保
険
料
の

納
付
月
数
が
４
８
０
月
（
40
年
）
未
満

の
方

④
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

・
年
金
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
65

歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
も
加
入
で
き
ま

す
。

・
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳
未
満

の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
月
額
保
険
料

　
月
額
１
万
７
９
２
０
円（
令
和
８
年
度
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
鷹
巣
年
金
事
務
所
　
☎（
62
）１
４
９
０

　
住
民
福
祉
課
　
税
務
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎（
77
）２
２
２
２


